
  

 

 

 

 

  

 

 

みんなのために生きる 
―――ことを学ぶ時期――― 

 ジャン＝ジャック・ルソーは著書エミールの中で０歳から１５歳は自分のために生きること

を学ぶ時期。そして、１５歳～２０歳はみんなのために生きることを学ぶ時期と述べています。 

高校生はすでに１５歳になっていますから、当然みんなのために生きることを学ぶ時期という

ことになります。 

 さて、秋草の卓球部員はどうでしょう。現在みんなのために生きることを学んでいるでしょ

うか？みんなが来る前に少しでも早く来て卓球台を出す。自分の練習する台だけでなく、みん

なの台も準備する。これもみんなのために生き

ることを学ぶ機会と考えます。 

 数年前修学旅行の代休で午前中授業の無い選

手が早く体育館に来ているのに、部室でおしゃ

べりして準備をしないのです。そして、みんな

が集合してから台を出し始めるのです。私はそ

の選手２人を叱りました。でもその２人は叱ら

れた理由を理解したのでしょうか？とかく自分

のことだけを考えて生きる昨今。この時期にみ

んなのために生きることを少しでも学んでほし

いところです。 

整理整頓を心掛けましょう‼ 

準備を急いで早く練習を！ 

 隣りの剣道部は４時前に１０人も体育館にいて準 

備。卓球部は０人。そこで誰が何時に来たか、記録 

することにしました。その結果、大分早く体育館に 

来るようになりました。 

 しかし、つぶさに見ると一生懸命早く来る選手と 

そうでない選手がいるような気がして誰が一番に来 

たか４０日間のデータを集計しました。その結果１ 

番にＭ選手の２４日と２番のＳ選手の１７日を大き 

く引き離しています。誰よりも早く来て台を出そう 

としているのがわかり心が洗われます。 

 今後の予定 

１２月６日（金）～８日（日） 

 海外遠征１次選考会 

 於 愛知県豊田市 

 参加者 武川‣大澤・杉山光 

 引率者 古川・染谷 

  １４日（土）１５日（日） 

   県ジュニア選手権シングルス 

   （東京選手権県予選） 

   於 上尾運動公園 

  どの日に参加するか未定 

 


